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三重生産性革命特集

生産性向上、品質・安全を支える

職 場 環 境
業務改善に貢献高い技術力、蓄積したノウハウ活用
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三
重
県
で
は

高
齢
化
や
他
県
へ
の
人
材
流
出
な
ど
で

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

企
業
に
と

て
最
大
の
経
営
課

題
は
人
手
不
足
だ

女
性
活
躍
や
高
齢
者

外
国
人
労
働
者
の
活
用
な
ど
に
力
を
入
れ
る
一
方

中
長
期
的
な
視
点
で
生

産
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
必
要
と
な

て
い
る

ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
生
活
様
式
の
変

化
で

リ
モ

ト
ワ

ク
や

テ
レ
ビ
会
議
な
ど
の
重
要
性
も
再
認
識
さ
れ
始
め
た

得
意
先
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る

製
品

サ

ビ
ス
を
展
開
す
る
県
内
企
業
を
探

た


コ
ス
モ
ス
・
コ

ポ
レ
イ
シ

ン
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
測
定 換気対策として需要が高まっている

ゴーリキの「スマイルファン」

四日市事務機センターはワイヤレス会議
システムの販売に力を入れる

高洋電機の本社（三重県玉城町）オフィスキャンプ（執務環境による生産性向上）

　

■
職
場
環
境
改
善
に
貢
献

　
ゴ

リ
キ︵
本
社
伊
勢
市
大
湊
町
強
力
雄
社
長


電
話
０
５
９
６
・
３
６
・
２
１
０
４
︶
が
販
売
す
る

大
型
シ

リ
ン
グ
フ

ン
﹁
ス
マ
イ
ル
フ

ン
﹂
の

売
れ
行
き
が
好
調
だ

主
に
倉
庫
や
工
場
の
ほ
か


災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
設
置
を
想
定

し
て
い
る

熱
中
症
対
策
に
加
え

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

換
気
対
策
と
し
て
の
問

い
合
わ
せ
も
増
加
し
て
い
る
よ
う
だ


　
７
・
３

の
大
き
な
羽
が
６
枚
つ
い
た
フ

ン
で


天
井
に
設
置
し
て
使
用
す
る

ゆ

く
り
と
回
転
し

な
が
ら

空
間
内
に
気
流
を
作
る


　
消
費
電
力
は
ド
ラ
イ
ヤ

１
台
と
ほ
ぼ
同
等
の
１

３
０
０
ワ

ト

１
台
で
１
５
０
０
平
方

の
空
間

を
カ
バ

で
き
る

回
転
速
度
の
調
整
も
可
能
だ


冬
場
に
は
結
露
の
防
止
　
に
も
役
立
つ


　
強
力
社
長
は
﹁
職
場
環
境
が
悪
い
と
離
職
率
が
上

が

て
し
ま
う

人
手
不
足
な
ど
に
悩
む

工
場
や

倉
庫
で
人
材
の
定
着
に
寄
与
で
き
れ
ば
﹂と
話
す


　

■
製
品
の
信
頼
性
向
上
支
援

　
コ
ス
モ
ス
・
コ

ポ
レ
イ
シ

ン
︵
本
社
松
阪
市

桂
瀬
町

濱
口
慶
一
社
長

電
話
０
５
９
８
・
６
０

・
１
８
２
７
︶
は

２
０
１
７
年
か
ら
電
気
製
品
の

安
全
性
を
評
価
す
る
独
自
の﹁
Ｃ
Ｓ
Ｃ
認
証
マ

ク
﹂

を
提
供
し
て
い
る

１
９
８
７
年
の
創
業
以
来

長

年
蓄
積
し
て
き
た
安
全
規
格
の
ノ
ウ
ハ
ウ

技
術
的

ス
キ
ル
を
活
か
し

中
立
的
な
第
三
者
評
価
機
関
と

し
て
評
価
し
て

製
品
の
信
頼
性
向
上
を
支
援
す
る

も
の
だ


　
対
象
と
な
る
製
品
分
野
は

家
電
製
品

照
明
器

具
な
ど

Ｃ
Ｓ
Ｃ
認
証
の
ス
キ

ム
は

米
国
試
験

所
認
定
協
会
Ａ
２
Ｌ
Ａ
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
る


　
ま
た

電
子
・
電
気
機
器
な
ど
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
測
定
事

業
で
は

ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
始
め
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で


出
張
自
粛
が
求
め
ら
れ
る
中

製
品
の
セ

ト
ア


プ
な
ど
試
験
の
状
況
を
中
継
し
て
顧
客
と
コ
ミ

ニ

ケ

シ

ン
を
と
り
な
が
ら
測
定
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る


　

■
会
議
の
効
率
化
支
援

　
事
務
機
器
の
販
売
や
保
守
管
理
を
手
掛
け
る
四
日

市
事
務
機
セ
ン
タ

︵
本
社
四
日
市
市
日
永
西

佐

野
智
成
社
長
電
話
０
５
９
・
３
４
６
・
５
４
１
１
︶

は

会
議
の
効
率
化
を
支
援
す
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
会
議

シ
ス
テ
ム
﹁
Ｃ
ｌ
ｉ
ｃ
ｋ
Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｅ
︵
ク
リ

ク

シ

ア
︶﹂
の
販
売
に
力
を
入
れ
て
い
る

会
議
参

加
者
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ト
フ

ン
の
画
面
を
ボ

タ
ン
一
つ
で
大
型
モ
ニ
タ

に
表
示
す
る
機
能
を
有

し

会
議
の
活
発
化
と
円
滑
な
進
行
を
図
る
こ
と
が

で
き
る


　
同
シ
ス
テ
ム
は

バ
ル
コ
社
製
で

三
重
県
内
で

は
四
日
市
事
務
機
セ
ン
タ

の
み
が
取
り
扱

て
い

る

配
線
な
ど
の
必
要
な
く

パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
接

続
し
た
専
用
ス
イ

チ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で


す
ぐ
に
大
型
モ
ニ
タ

に
表
示
す
る
画
面
を
切
り
替

え
ら
れ
る

最
大
で

台
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン

ス
マ

ホ
画
面
を
表
示
で
き
る

同
社
の
本
社
オ
フ

ス
で

は

ワ
イ
ヤ
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
体
感
で
き

見

学
を
受
け
入
れ
て
い
る


　

■
精
密
加
工
で
時
間
・
コ
ス
ト
削
減

　
自
動
車
用
エ
ン
ジ
ン
部
品
や
錠
前
部
品
な
ど
の
切

削
加
工
を
手
掛
け
る
高
洋
電
機︵
本
社
玉
城
町
中
楽


高
祖
雅
規
社
長

電
話
０
５
９
８
・
５
８
・
２
１
２

１
︶
は

タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど

高
硬
度
の
金
属
の

精
密
加
工
に
強
み
を
持
つ

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
加
工

で
精
度
を
高
め
る
に
は
研
磨
を
行
う
の
が
一
般
的


同
社
は

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
３

に
対
応
す
る
高
い

切
削
技
術
を
保
持
し
て
お
り

研
磨
の
レ
ベ
ル
ま
で

加
工
が
で
き
る
た
め

時
間
や
コ
ス
ト
を
削
減
で
き

る


　
ま
た
同
社
は
こ
の
技
術
を
生
か
し

海
外
展
開
に

乗
り
出
す

こ
の
ほ
ど
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で

ア
メ
リ
カ

の
商
社
や
代
理
店
と
商
談
を
開
始
し
た

月
産
８
千

個
の
生
産
能
力
を
生
か
し

ア
メ
リ
カ

欧
州

台

湾
な
ど
の
企
業
か
ら
の
受
注
を
目
指
す


　

■﹁
時
間
﹂と﹁
場
所
﹂選
ば
な
い
働
き
方

　
自
動
車
部
品
な
ど
の
搬
送
機
器
な
ど
を
つ
く
る
誠

文
社
︵
本
社
四
日
市
市
鵜
の
森

西
村
信
博
社
長


電
話
０
５
９
・
３
５
３
・
７
１
７
１
︶
は

オ
ラ
ン

ダ
か
ら
始
ま

た
ワ

ク
ス
タ
イ
ル
の
考
え
方
﹁
Ａ

Ｂ
Ｗ
︵
ア
ク
テ

ビ
テ

・
ベ

ス
ド
・
ワ

キ
ン

グ
︶﹂
を
自
社
に
取
り
入
れ
た


　
Ａ
Ｂ
Ｗ
と
は
﹁
時
間
﹂
と
﹁
場
所
﹂
を
自
由
に
選

択
で
き
る
働
き
方
の
こ
と

日
本
で
は

場
所
を
選

べ
る
働
き
方
と
し
て
﹁
フ
リ

ア
ド
レ
ス
﹂
と
い
う

概
念
は
あ
る
が

オ
フ

ス
に
限
定
さ
れ
て
い
た


　
Ａ
Ｂ
Ｗ
は

オ
フ

ス
内
外
を
問
わ
ず
働
く
時
間

を
自
由
に
選
べ
る

時
間
を
か
け
て
オ
フ

ス
に
行

か
ず
と
も

自
宅
や
カ
フ

な
ど
を
働
く
場
所
に
で

き
る

導
入
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
モ
バ
イ
ル
ツ

ル

と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
な
ど
Ｉ
Ｔ
投
資
も
同
時
に
必
要
と

な
る


　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は

ソ

シ

ル

デ

ス
タ
ン
ス
と
テ
レ
ワ

ク
が
必
要
と
さ
れ
る


同
社
は

実
験
を
兼
ね
て
Ａ
Ｂ
Ｗ
を
導
入
し
た
と
こ

ろ

生
産
性
を
下
げ
る
こ
と
な
く
業
務
の
進
行
に
つ

な
げ
た



